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■■言言語語学学かかららののアアププロローーチチ
自然な話しことば、特に対話・談話データを利用したコミュニケーション研

究は、文理融合により研究が発展してきました。私はこれまでに、自然発話

データをもとにした文法（特に指示表現）および談話構造の分析と考察や、日

本語と英語の対照言語学的研究を中心に行ってきました。近年は、多言語・多

文化がかかわるワーク・プレイスにおけるコミュニケーションの課題を踏まえ

て､その解決に向けての支援につながるような言語研究を進めています。また、

共通語としての英語や日本語の運用場面に注目して、非母語話者を含む職場の

コミュニケーション上の問題解決や、ことばのユニバーサルデザインへの応用

に向けて検討しています。

■■職職場場のの談談話話研研究究
近年、医療現場や介護施設などで、異なる職種や技能をもつ人々の間で生じ

る誤解の原因究明のために、実際のコミュニケーション活動を収録したデータ

に基づく研究が急速に進められています。とりわけ、日本語を母語としない外

国人を雇用することで、職場が異文化接触場面となり、外国人就業者と雇用者

間、また就業者間で生じるミスマッチやミスコミュニケーションの問題が議論

され、その解決は喫緊の課題となっています。

異文化接触場面で生じうるコミュニケーション上の問題は、当事者同士では

すぐに見つけることが難しいものです。しかし、収録した談話データを丹念に

分析することで、そこで起きている問題の原因究明や解決方法への手がかりを

探る可能性が生まれてきます。

■■外外国国人人労労働働者者支支援援へへ
職場談話研究では、職場をフィールドとして収集した談話データの分析によ

り、現場で起きている様々な発話理解を通して、「コミュニケーションを可視

化する」ことを目指しています。外国人を受け入れる企業と連携して、研究成

果を共有していけば、職場の関係者と共に具体的な支援の方法や内容を考える

ことが可能になります。さらに、情報共有が進めば、建設的な話し合いの機会

をもつことが容易になり，相互理解の促進と業務効率化が図られて、双方の利

益につながることが期待できるのではないでしょうか。

概要：言語活動の大部分を占める話しことばを研究対象として，対話や会話によるやり
とりのデータに基づく文法・意味・談話の研究をしています。たとえば、初対面の2人が
手探りで道案内をする対話場面と、旧知の仲間3人が雑談する会話場面とでは、ことば遣
いも談話構造も異なります。日常の何気ない発話の連鎖を紐解きながら、語用論や相互
行為言語学のアプローチを利用した分析をおこない、そこで起こっているインタラク
ションのしくみの一端を明らかにしていきます。

＜特許・共同研究等の状況＞
・2018-2022年度 JSPS 科学研究費 （挑戦的（萌芽））「ユニバーサルデザイン対応型作業マニュアルの作成と活
用：外国人技能実習生と職場共生」（吉田悦子 代表） 詳細はこちら：https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-
PROJECT-18K18506/

ここととばばののユユニニババーーササルルデデザザイインンにに向向けけてて
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■■『『評評伝伝ジジョョウウゼゼフフ・・ココンンララッッドド//女女性性・・アアメメリリカカ・・フフラランンスス』』

（（松松柏柏社社,,  22002244））（（著著者者））ロロババーートト・・ハハンンププソソンン      （（訳訳））山山本本薫薫  
世界のコンラッド研究の第一人者ロバート・ハンプソンによる新しい伝記の

本邦初訳。英国商船隊の船員時代の体験をもとに海の上の男性だけの世界を描
く作家として読まれてきたコンラッドの知られざる側面に焦点を当てた新しい
伝記の本邦初訳です。

■■ココンンララッッドド没没後後110000周周年年記記念念論論集集（（１１））
JJoosseepphh  CCoonnrraadd’’ss  CCuullttuurraall  LLeeggaaccyy::  CCeenntteennnniiaall  EEssssaayyss
((BBlloooommssbbuurryy,,  22002244))LLiinnddaa  DDrryyddeenn,,  RRoobbeerrtt  HHaammppssoonn((編編))
((担担当当第第22部部第第1100章章‘‘TTrriiaall  ooff  tthhee  FFoorreeiiggnn::  TTrraannssllaattiinngg  CCoonnrraadd  iinnttoo  JJaappaanneessee’’））
  日本におけるコンラッド作品翻訳の歴史をたどり、今や世界文学の傑作とも
言われるコンラッドの『ノストローモ』(Nostromo 1904)を日本語に翻訳する
上での「試練」(trial)について論じた。

■■ココンンララッッドド没没後後110000周周年年記記念念論論集集（（２２））
TThhee  RReessoonnaannccee  ooff  JJoosseepphh  CCoonnrraadd  iinn  CCoonntteemmppoorraarryy  CCuullttuurree

((BBeerrgghhaahhnn BBooookkss,,22002255))  AAggnniieesszzkkaa  AAddaammoowwiicczz--PPoośśppiieecchh（（編編））
((担担当当第第22章章‘‘CCoonnrraadd’’ss  EEcchhoo  iinn  AAnnnnee  CCaarrssoonn’’ss  NNaayy  RRaatthheerr::  TThhee  TTaasskk  ooff  tthhee  
AArrttiisstt  aass  TTrraannssllaattoorr’’  

ノーベル文学賞候補の一人と目されるカナダの詩人・作家・翻訳家・研究者
アン・カーソン(1950-)の翻訳論を頼りに、カーソンの詩「ジョゼフ・コンラッ
ドとの夕べ」を分析し、母語ではない英語で著作したコンラッドにおける翻訳
行為の意味を考察した。

■■ココンンララッッドド没没後後110000周周年年記記念念論論集集（（３３））
‘‘CCoouurraaggeeoouuss  RReeccooggnniittiioonn  ooff  AAllll  tthhee  IIrrrreeccoonncciillaabbllee  AAnnttaaggoonniissmmss’’::
SSōōsseekkii’’ss TThhee  MMiinneerr  aanndd  tthhee  SSppeecctteerr  ooff  CCoonnrraadd’’

FFIICCTTIIOONNSS::  SSttuuddii ssuullllaa nnaarrrraattiivviittàà((22002244)),,pppp..2277--4422..
  夏目漱石の中編小説『坑夫』(1908)とコンラッドの小説の影響関係を論じた。

■■そそのの他他
現在は、小説と漫画などの他の媒体を組み合わせて研究しています。
英国小説の（英語から日本語への）翻訳は継続しつつ、英国小説とそれを漫画

に翻案した作品を比較し、言葉から絵に表現媒体が変わるとどのようにテーマや
効果が変わるのか、といったことなどを考察しています。

概要：これまでは英文学とヨーロッパの現代思想を分野横断的に研究してきた。最近は英
国小説の翻訳に取り組みつつ、翻訳や翻案の理論を英国小説の研究に取り入れて研究して
いる。

英英国国小小説説とと翻翻訳訳・・翻翻案案
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研究分野：英国小説、ヨーロッパ現代思想、翻訳、翻案
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